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一般社団法人日本肝胆膵外科学会 

平成 28 年度（2016 年）事業報告書 

 

1：肝胆膵の外科に関する学術集会の開催 

 

第 28 回(2016 年度)日本肝胆膵外科学会・学術集会を開催した。 

  会長： 權 雅憲 先生（関西医科大学外科学講座 教授） 

 テーマ： 臥龍鳳雛 

 -Gifted surgeons, promising procedures and scientific ideas from Japan to the World- 

 会期： 平成 28 年（2016 年）6 月 2 日（木）～6 月 4 日（土） 

 会場： 大阪国際会議場 

  1,420 題の演題が集り、参加者は 2,181 名であった。 

   

2：機関誌の発行 

 

本学会英文機関誌 Journal of Hepaoto-Biliary-Pancreatic Sciences (JHBPS)を発行し、Monthly に

発刊し、冊子は評議員の先生方に送付した。 

 

23 巻 4 号 2016 年 4 月 1,500 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

23 巻 5 号 2016 年 5 月 1,500 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

23 巻 6 号 2016 年 6 月 1,500 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

23 巻 7 号 2016 年 7 月 1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

23 巻 8 号 2016 年 8 月 1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

23 巻 9 号 2016 年 9 月 1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

23 巻 10 号 2016 年 10 月 1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

23 巻 11 号 2016 年 11 月 1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

23 巻 12 号 2016 年 12 月 1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

24 巻 1 号 2017 年 1 月 1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

24 巻 2 号 2017 年 2 月 1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

24 巻 3 号 2017 年 3 月  1,550 部発刊（オンラインジャーナルも含む） 

 

Impact Factor 3.146（平成 28 年（2016 年）7 月時点） 

(Surgery 分野 199 誌中 27 位、Quality in Category Q1) 

(Gastroenterology & Hepatology 分野 78 誌中 29 位、Quality in Category Q2) 

 

【Impact Factor の推移】 

2006 年度 1.182、2007 年度 1.658、2008 年度 1.914、2009 年度 1.601、2010 年度 1.963、 

2011 年度 2.099、2012 年度 2.148、2013 年度 2.313、2014 年度 2.994、2015 年度 3.146 

 

3：高度技能専門医認定に関する事業        

 

平成 28 年（2016 年）6 月 

高度技能専門医資格認定委員会 

新規申請 

74 名の申請者のうち、43 名が認定、30 名が非認定。1 名辞退。の結果となった。 
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更新申請 

2011 年に認定された 12 名の専門医全員から、更新申請書類が提出された。 

症例数、クレジット点数共に基準を満たしているため、全員を更新可能とした。 

 

指導医資格認定委員会 

更新申請 

2011 年に認定された高度技能指導医 57 名のうち 55 名の指導医から更新申請書類が提出

 された。症例数、クレジット点数共に基準を満たしているため、全員を更新可能とした。 

残り 2 名の指導医からは、名誉指導医への申請が行われたため、受理した。 

 

修練施設認定委員会            

新規申請 

A 施設申請無し。 

B 施設認定への申請が 20 施設からあった。審査の結果 6 施設が認定、13 施設が非認定、 

1 施設が指導医不在となったため申請を辞退した。 

 

更新申請 

2011 年に認定された修練施設 19 施設の内、1 施設は症例数が認定基準を満たしていないた

め、更新を辞退された。また、B 施設のうち 1 施設は症例数が A 施設の認定基準を満たし

たため、A 施設に認定区分を変更して認定した。 

結果、A 施設 6 施設、B 施設 12 施設に対し更新を認めることとした。 

 

（平成 29 年（2017 年）3 月末現在の高度技能専門医、高度技能指導医、修練施設数） 

 肝胆膵外科高度技能専門医…185 名 

 肝胆膵外科高度技能指導医…642 名 

 高度技能専門医修練施設 A…112 施設 

 高度技能専門医修練施設 B…107 施設 

 

4：本学会運営と活動 

  

   ＜１＞ 会員数 

 平成２８年３月３１日現在 ３，７３９名 

 

 平成２８年４月１日以降 平成２９年３月３１日まで 

 新入会 １６０名 

 退 会 １９８名 

      本人申出  ７５名 

      逝  去   ６名 

  強制退会 １１７名 

 休 会 １名 

 復 会 ５名 

 

 平成２９年３月３１日現在 ３，７１２名 

 内 訳   名誉理事長   ３名 
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   名誉会員   ４２名 

   特別会員   ８３名 

   評議員 １，２７３名 

Japan HPB passport（評議員）   ６７名 

   正会員 ２，１６２名 

Japan HPB passport（正会員）    ３名 

 

   ＜２＞ 物故者（H28.4.1～H29.3.31 に届出があったもの）５０音順 

  榎 忠彦 先生（正会員） 

  黒田 慧 先生（特別会員） 

  都築俊治 先生（特別会員） 

  川村明廣 先生（正会員） 

  土屋凉一 先生（特別会員） 

  内藤 稔 先生（評議員） 

 

   ＜３＞ 正会員⇒評議員：７０名 

  評議員→正会員：１３８名 

  評議員⇒名誉会員・特別会員：９名 

 

＜４＞ 平成 28 年（2016 年）各賞授与と名誉会員・特別会員推戴 

  ＝学会賞＝ 

  1 位 波多野悦朗 先生（兵庫医科大学 肝胆膵外科） 

   “Conversion to complete resection with mFOLFOX6 with bevacizumab or cetuximab 

  based on K-ras status for unresectable colorectal liver metastasis (BECK study)” 

  Journal of Hepato-Biliary-Pancreatic Sciences Vol.22, Number.8, p634–645 

 

  2 位 田中邦哉 先生（帝京大学ちば総合医療センター 外科） 

   “Randomized clinical trial of peritoneal lavage for preventing surgical site infection in 

  elective liver surgery”  

  Journal of Hepato-Biliary-Pancreatic Sciences Vol.22, Number.6, p446–453   

  

  同受賞者 1 位の波多野先生は、高田賞も授与された。 

 

  ＝理事長賞＝ 

  寺奥大貴 先生 Hiroki Teraoku 

  （徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 消化器・移植外科学） 

  “Role of thrombospondin-1 expression in colorectal liver metastasis and its molecular 

  mechanism” 

 

  野島広之 先生 Hiroyuki Nojima 

  （千葉大学大学院医学研究院臓器制御外科学教室） 

  “Activation of PPARγ inhibits tumor growth by negatively regulating NF-κB activation 

  in patients with hepatocellular carcinoma”    

   

  ＝平成 28 年（2016 年） 名誉理事長推戴者＝ 



 4 

  宮崎 勝先生 

 

  ＝平成 28 年（2016 年） 名誉会員推戴者（５０音順）＝ 

  田中 雅夫先生 

  野浪 敏明先生 

  平田 公一先生 

  安田 秀喜先生 

 

  ＝平成 28 年（2016 年） 特別会員推戴者（５０音順）＝ 

  岡 正朗先生 

  加納 宣康先生 

  後藤 満一先生 

  島津 元秀先生 

  塚田 一博先生 

  中島 祥介先生 

  宮崎 耕治先生  

    

  ＝平成 28 年（2016 年） 海外名誉会員推戴者＝ 

 Daniel Cherqui, MD 

 

5. 平成 28 年（2016 年）6 月 3 日社員総会終了後の役員変更 

  退任理事 1 名  

 理事（長） 宮崎 勝 

  

 退任監事 2 名 

 藤井秀樹 先生、橋爪 誠  

  

 新任監事候補 2 名 

 小菅智男先生…理事（2 期終了）を退任し、監事に移行 

 矢永勝彦先生…理事（2 期終了）を退任し、監事に移行 

 

 新任理事候補 4 名 

 中郡聡夫（東海大学医学部消化器外科） 

 田邉 稔（東京医科歯科大学肝胆膵・総合外科） 

 中村雅史（九州大学臨床・腫瘍外科） 

 江口 晋（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科移植・消化器外科） 

 

 再任理事候補 19 名 

 杉山 政則、猪股 裕紀洋、藤元 治朗、木村 理、梛野 正人 、太田 哲生、山本 雅一、 

 國土 典宏、山上 裕機、鈴木 康之、吉田 雅博、高田 泰次、大坪 毅人、堀口 明彦、 

 遠藤 格、海野 倫明、大段 秀樹、平野 聡、佐野 圭二 

 

したがって、平成 28 年（2016 年）6 月 3 日社員総会終了後の本学会役員は以下となった。 

 1 再任理事候補 杉山 政則 

 2 再任理事候補 猪股 裕紀洋 
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 3 再任理事候補 藤元 治朗  

 4 再任理事候補 木村 理 

 5 再任理事候補 梛野 正人  

 6 再任理事候補 太田 哲生 

 7 再任理事候補 山本 雅一  

 8 再任理事候補 國土 典宏  

 9 再任理事候補 山上 裕機  

 10 再任理事候補 鈴木 康之  

 11 再任理事候補 吉田 雅博  

 12 再任理事候補 高田 泰次  

 13 再任理事候補 大坪 毅人  

 14 再任理事候補 堀口 明彦  

 15 再任理事候補 遠藤 格   

 16 再任理事候補 海野 倫明  

 17 再任理事候補 大段 秀樹  

 18 再任理事候補 平野 聡  

 19 再任理事候補 佐野 圭二   

 20 新任理事候補 中郡 聡夫  

 21 新任理事候補 田邉 稔  

 22 新任理事候補 中村 雅史  

 23 新任理事候補 江口 晋  

  

 1 新任監事候補 小菅 智男 

 2 新任監事候補 矢永 勝彦  

 

  平成 28 年（2016 年）6 月 3 日社員総会終了後の理事会において、本学会代表理事とし 

  て、山本雅一が選任された。 

 

6. 各種委員会等 

  本学会が目的とする事業を達成するため下記委員会において調査研究、機関誌の発刊、学術集会の

 開催、専門医制度の運営、関係機関に対する要望・協議、提言、その他について検討した。 

   ・将来検討委員会（担当理事 山本雅一） 

   ・財務委員会（担当理事 吉田雅博） 

   ・編集委員会（Editor-in-Chief 高田忠敬） 

   ・高度技能専門医制度委員会（担当理事山上裕機） 

   ・技術認定委員会（担当理事 國土典宏） 

   ・修練施設認定委員会（担当理事 田邉 稔） 

   ・高度技能専門医・指導医資格認定委員会（担当理事 海野倫明） 

   ・Scientific Committee（担当理事 藤元治朗） 

   ・規約委員会（担当理事 平野 聡） 

   ・倫理委員会（担当理事 太田哲生） 

   ・国際交流委員会（担当理事 江口 晋） 

   ・評議員選考委員会（担当理事 鈴木康之） 

   ・保険診療委員会（担当理事 田邉 稔） 

   ・学会賞選考委員会（担当理事 杉山政則） 
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   ・利益相反委員会（担当理事 大段秀樹） 

   ・安全管理委員会（担当理事 大坪毅人） 

   ・データベース委員会（担当理事 平野 聡） 

   ・胆道癌診療ガイドライン委員会（担当理事 梛野正人） 

   ・胆道癌登録委員会（担当理事 堀口明彦） 

   ・胆道癌取扱い規約委員会（担当理事 佐野圭二） 

   ・プロジェクト委員会（担当理事 山上裕機） 

   ・国際胆道炎特別研究プロジェクト委員会（委員長 高田忠敬） 

   ・合同プロジェクト委員会（担当理事 山上裕機） 

    - 日韓合同プロジェクト小委員会（委員長 遠藤 格） 

    - 日台合同プロジェクト小委員会 （委員長 中村雅史） 

   ・Japan Chapter(A-P HPBA/IHPBA)（担当理事 國土典宏） 

   ・内視鏡外科関連委員会（委員長 中村雅史） 

   ・小児肝胆膵外科関連委員会（担当理事 猪股裕紀洋） 

   ・肝膵移植外科関連委員会（担当理事 高田泰次） 

   ・広報委員会（担当理事 中郡聡夫） 

   ・理事選考委員会（担当理事 木村 理） 

   ・30 周年記念事業準備委員会（委員長 宮崎 勝） 

  

  7. その他  

  a) 平成 28 年（2016 年）6 月 2 日理事会にて、第 31 回本学会記念学術集会会長に 

 本学会理事である鈴木康之先生が就任することが承認された。 

 

  b) 平成 28 年（2016 年）7 月 4 日理事会にて、各種委員会担当理事・委員長変更案が 

決議された。 

 

 c) 平成 28 年（2016 年）9 月 12 日理事会にて、第 3 回（2017 年度）海外医師研修  

受け入れ制度における Observer として、Dr. Rohan Chaudhary (India)・ 

Dr. Yinzhe Xu (China) 2 名が選考された。 

 

d) 平成 28 年（2016 年）10 月 14 日理事会にて、本学会ホームページをリニューアルす 

 ることが決議された（2017 年 1 月 31 日完成・公開）。    

 

 e) 平成 28 年（2016 年） 9 月 30 日理事会での決議を経て、10 月 14 日、7 月 27 日に 

発表された群馬大学医学部付属病院医療事故調査委員会報告書に記載された要望に

対する本学会の見解をホームページに公開し、さらに、群馬大学医学部付属病院医療

事故調査委員会委員長と群馬大学医学部付属病院院長に送付した。 

 

 f) 平成 28 年（2016 年）11 月、高難度肝胆膵外科手術（第 2 版）が出版された。 

  

 g) 平成 29 年（2017 年）1 月 28 日 38 回九州肝臓外科研究会・学術集会と共同にて 

 特別企画：日本肝胆膵外科学会高度技能専門医ビデオクリニック「高度技能専門

 医取得をめざして」を開催し、受講者にクレジット 1 点を付与した。 

 

 h) 平成 29 年（2017 年）2 月 16 日理事会にて、第 10 回 International Observership
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  （留学制度）における Observer として前田晋平先生（東北大学病院肝胆膵外科）

  が選考された。 

  

 8. 開催理事会・社員総会について 

 ＝理事会＝ 

 日時：平成 28 年（2016 年）4 月 16 日（土）7：30～9：30 

 場所：大阪国際会議場 7 階「会議室 702」 

 

 日時：平成 28 年（2016 年）6 月 2 日（木）11：00～13：00 

 場所：リーガロヤルホテル タワーウイング 2 階「牡丹の間」 

  

 日時：平成 28 年（2016 年）6 月 3 日（金）19：00～19：30 

 場所：リーガロイヤルホテル（大阪）ウェストウィング 2 階「楓の間」 

 

 日時：平成 28 年（2016 年）9 月 30 日（金）15：00～16：30 

 場所：AP 品川 10 階「B ルーム」 

  

 日時：平成 28 年（2016 年）11 月 26 日（土）11：00～13：00 

 場所： グランドプリンスホテル高輪 2 階「撫子」 

  

 ＝社員総会＝ 

 日時：平成 28 年（2016 年）6 月 3 日（金）17：00～19：00 

 場所：大阪国際会議場 5 階「大ホール」 

 

   


